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白井市出身の安藤美希子さんが、10月5日に行われた「2016希望郷いわて国体」のウエイトリフティ
ング女子63㌔級に出場し、日本新記録を更新して優勝を飾りました。おめでとうございます！▲▲祝
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10.15
平成 28年
（2016 年） 白井市は

「ときめきと
み ど り あ ふ れ る
　　　　快活都市」

を目指します。

暮 ら し の 中 に 図 書 館 を

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
〜
調
べ
も
の
を
お
手

伝
い
〜

　「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
」
と
は
図
書
館

職
員
が
、
皆
さ
ん
の
調
べ
も
の
の
手

伝
い
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
図
書
館
で
は
「
暮
ら
し
の
課
題
解

決
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
、
家
庭

や
職
場
、
学
校
で
の
困
り
ご
と
の
解

決
に
役
立
つ
本
の
紹
介
を
し
て
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
案
内

カ
ウ
ン
タ
ー
で
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

♦
図
書
館
で
利
用
で
き
る
便
利
な
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

①
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
朝
日

新
聞
（
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
）」「
毎

日
新
聞
（
毎
索
）」
は
過
去
の
記
事

を
検
索
で
き
、
1
枚
10
円
で
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化

資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
」
は
国
立
国
会

本
選
び
の
お
手
伝
い

♦
本
と
の
出
会
い
を
お
手
伝
い

　「
何
を
読
ん
だ
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
う
と
き
、
お
気
に
入
り

の
1
冊
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
図
書
館
員
お
す
す
め
の
本
の

リ
ス
ト
や
企
画
展
示
、
季
節
の
展
示

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

♦
予
約
と
リ
ク
エ
ス
ト

　
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
資
料
は
、

予
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
探
し
て
い
る
本
が
市
内
の
各
セ
ン

タ
ー
図
書
室
に
あ
る
と
き
は
、
連
絡

便
で
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
当
館
に
所
蔵
が
な
い
資
料
は
購
入

し
た
り
、
千
葉
県
内
の
図
書
館
や
国

立
国
会
図
書
館
な
ど
か
ら
借
り
て
、

で
き
る
だ
け
要
望
に
応
え
ま
す
。

子
ど
も
と
本
を
結
ぶ

き
っ
か
け
に

♦
年
齢
に
合
わ
せ
た
「
お
は
な

し
か
い
」

　
子
ど
も
と
絵
本
の
出
会
う
場
と
し

て
、「
お
は
な
し
か
い
」
で
は
手
遊

び
や
わ
ら
べ
歌
の
紹
介
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
妊
婦
と
乳
児
が
い
る
保
護
者
を
対

象
に
し
た
「
に
ん
さ
ん
ぷ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
w
i
t
h
図
書
館
」
は
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
星
の
誕
生
の

話
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
程
は
広
報
1
日
号
の
広
報
カ
レ

ン
ダ
ー
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

♦
学
校
へ
の
読
書
支
援

　
子
ど
も
が
図
書
館
に
親
し
み
、
本

を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
学
校

を
対
象
に
図
書
館
の
使
い
方
の
説
明

と
館
内
案
内
を
す
る
「
図
書
館
ガ
イ

ダ
ン
ス
」
を
行
っ
た
り
、
職
業
体
験

の
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

♦
活
発
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
4
カ
月
育

児
相
談
の
会
場
で
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の

紹
介
と
読
み
聞
か
せ
を
行
い
、
地
域

全
体
で
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
に
よ

る
「
大
人
の
た
め
の
朗
読
会
」「
大

人
の
た
め
の
お
話
会
」「
な
つ
や
す

み
お
は
な
し
ウ
イ
ー
ク
」
も
開
催
し

て
い
ま
す
。

あなたの困りごとの解決に向けてサポートします

助
成
対
象
者

　
次
の
全
て
を
満
た
し

て
い
る
人

①
平
成
4
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
23

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
事
故
当
時
と
検
査
日
に
お
い
て
白

井
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

　

③
甲
状
腺
疾
患
で
受
診
中
で
は
な
い
人

対
象
と
な
る
検
査
　
平
成
28
年
10
月

1
日
か
ら
平
成
33
年
3
月
31
日
ま
で

の
間
に
、
保
険
診
療
外
（
自
費
）
で

受
け
た
甲
状
腺
エ
コ
ー
検
査

助
成
回
数
　
年
度
内
1
回

助
成
額
　
検
査
費
用
の
半
額
（
上
限

医療機関名 住所 電話番号 備考

伊藤診療所 復1450―23 （491）1888
予約不要

診療時間内可
桜台メディカルク
リニック 桜台2―7―2 （491）6668

電話にて要予約
しだ内科・消化器
クリニック 根1970―1―2 （498）3715

白井駅前せあらし
クリニック 笹塚2―2―2 （497）0072

徳田クリニック 清水口1―1―25 （492）8981

森川産婦人科クリ
ニック

大山口2―3―3 （492）3511
予約不要

（月・火・金の午
後2時～ 4時）

もりや内科・呼吸
器科クリニック 冨士129―29 （498）6622

10歳以上に限る。
電話にて要予約

白井聖仁会病院 池の上1―15―1 （491）3111

電話にて要予約北総白井病院 根325―2―1 （492）1001

千葉白井病院 復1439―2 （497）6800

3
0
0
0
円
）、
生
活
保
護
受
給
世

帯
の
人
は
全
額
（
上
限
6
0
0
0
円
）

助
成
ま
で
の
流
れ

　
健
康
課
で
配
布

し
て
い
る
「
白
井
市
甲
状
腺
エ
コ
ー

検
査
受
診
票
」
を
医
療
機
関
に
提
出

し
、
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
検

査
結
果
が
記
入
さ
れ
た
「
白
井
市
甲

状
腺
エ
コ
ー
検
査
受
診
票
」
と
領
収

書
を
持
参
し
、健
康
課
の
窓
口
で「
白

井
市
甲
状
腺
エ
コ
ー
検
査
費
用
助
成

金
交
付
申
請
書
」
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
受
診
票
お
よ
び
申
請
書
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
、

希
望
者
に
は
郵
送
し
ま
す
。

検
査
医
療
機
関
　
市
内
外
の
医
療
機

関
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
内

で
受
診
で
き
る
医
療
機
関
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。
詳
細
は
医
療
機
関
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

甲
状
腺
エ
コ
ー
検
査
費
用
の
一
部
を
助
成

　10月27日～ 11月9日は「読書週間」です。図書館に行って日々の生活の中で疑問に感じ
たこと、困りごとの解決に活用してみませんか。
■問　図書館　☎（492）1122・S http://www.center.shiroi.chiba.jp/library/

甲状腺エコー検査が受診できる市内の医療機関

図
書
館
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
図
書
・

雑
誌
の
う
ち
、
絶
版
な
ど
の
理
由
で

入
手
困
難
な
資
料
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
に
あ

る
パ
ソ
コ
ン
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
放
射
性
ヨ
ウ
素
の
初

期
被
ば
く
に
対
す
る
健
康
へ
の
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
、
甲
状
腺
エ
コ
ー

検
査
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

問
　
健
康
課
母
子
保
健
班

　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5

【貸出冊数・期間】
本・雑誌　10冊まで・3週間
CD・DVDなど　3点まで・1週間
【開館時間】
火～土曜日　9：30 ～ 19：00
日曜日・祝日　9：30 ～ 17：00
【休館日】
月曜日、年末年始、館内整理日
※月曜日の祝休日は休館です。

図書館利用案内
　
こ
の
他
に
も
学
校
へ
の
支
援
と
し

て
、
朝
読
書
や
授
業
に
関
す
る
本
の

団
体
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。 絵本の読み聞かせに聞き入る子どもたち
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甲
種
防
火
管
理
新
規
講

習
受
講
者
募
集

日
時
　
12
月
7
日
㈬
・
8
日
㈭
　
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

場
所
　
平
岡
自
然
の
家
（
印
西
市
）

対
象

　
印
西
市
・
白
井
市
に
在
勤
・

在
住
で
、
防
火
管
理
者
と
し
て
選
任

Q
　
S
N
S
で
知
り
合
っ
た
人
に

「
送
ら
れ
て
き
た
荷
物
を
指
定
さ
れ

た
場
所
に
転
送
す
る
だ
け
で
報
酬
が

も
ら
え
る
ア
ル
バ
イ
ト
が
あ
る
」
と

言
わ
れ
た
。
興
味
を
示
す
と
身
元
確

認
の
た
め
に
運
転
免
許
証
の
画
像
を

送
る
よ
う
言
わ
れ
た
が
信
用
し
て
も

大
丈
夫
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
20
歳
代
・
男
性
）

A
　
免
許
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
個

人
情
報
を
悪
用
さ
れ
る
危
険
が
あ
る

の
で
、
信
用
せ
ず
絶
対
に
送
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
全
国
の
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、

質
問
の
よ
う
に
S
N
S
を
通
じ
て
知

り
合
っ
た
人
か
ら「
荷
受
代
行
」「
荷

物
転
送
」
を
す
る
だ
け
で
、
1
件
に

つ
き
数
千
円
の
報
酬
が
も
ら
え
る
と

も
ち
か
け
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
る

に
は
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な

ど
の
身
分
証
明
書
が
必
要
と
い
う
説

明
が
あ
り
、
身
分
証
明
書
の
画
像
を

送
っ
た
と
こ
ろ
、
知
ら
な
い
間
に
自

分
名
義
で
携
帯
電
話
が
契
約
さ
れ
て

い
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
消
費
者
の
も
と
に
、
何
者
か
が
自

分
名
義
で
契
約
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

携
帯
電
話
や
S
I
M
カ
ー
ド
の
入
っ

た
荷
物
が
届
き
、「
開
封
せ
ず
そ
の

ま
ま
指
定
の
住
所
に
転
送
す
る
よ
う

に
」
と
指
示
さ
れ
る
た
め
、
す
ぐ
に

被
害
に
気
付
か
な
い
ケ
ー
ス
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

　
実
際
に
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
た
め
、

何
度
も
ア
ル
バ
イ
ト
を
繰
り
返
す
人

も
い
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
し
て
電
話

会
社
か
ら
思
い
が
け
な
い
請
求
が
届

き
、
自
分
名
義
の
契
約
を
解
約
す
る

た
め
に
解
約
金
や
携
帯
電
話
の
端
末

代
金
な
ど
、
1
契
約
に
つ
き
数
万
円

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
消
費
者

の
名
義
で
不
正
に
契
約
さ
れ
た
携
帯

電
話
な
ど
が
犯
罪
に
利
用
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
り
、
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、「
荷
受
代
行
」
「
荷
物

転
送
」
ア
ル
バ
イ
ト
は
絶
対
に
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険

証
、
銀
行
口
座
な
ど
の
個
人
情
報
を

安
易
に
伝
え
る
こ
と
は
大
変
危
険
で

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
困
っ
た
と
き
や
不
安
な
と
き
は
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
月
〜
金
曜
日
　
午
前
10
時

〜
午
後
4
時
　
市
役
所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す

「
荷
受
代
行
」「
荷
物
転
送
」
ア
ル
バ
イ
ト
に
ご
注
意
を
！
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　皆さんは「LGBT」という言葉を知っていますか。
　これは同性愛者、両性愛者、性同一性障がいの人などを表し、ある民間調査では人口の7.6㌫、
約13人に1人がLGBT層に当たるという結果が出ています。しかしながら、そうした人たちの悩み
や生きづらさへの理解は進んでいない状況です。
　市では、性同一性障がいであり、自身の経験を織り交ぜた著書「ダブルハッピネス」が話題の
杉山文

ふみの

野さんを講師に招いて、多様な性や自分らしさについて一緒に考えながら、誰もが抱える「生
きづらさ」をポジティブにとらえ、乗り越えるヒントが得られる講演会を開催します。県の精神

保健福祉センター職員による性自認・性的指向の決定プロセスの生物学
的な解説もあります。
日時　27日㈭　午後1時30分～ 3時40分（開場　午後1時～）
場所　文化会館かおりホール
対象　一般　80人（申し込み順）
講師　NPO法人東京レインボープライド共同代表理事　杉山文野さん
入場料　無料
保育　生後6カ月から就学前まで　10人（申し込み順）
■申・■問　26日㈬までに住所、氏名、電話番号、（保育希望は21日㈮まで
に子どもの名前と年齢）を電話かファクス、またはEメールで企画政策
課男女共同参画室　内線3354・5、{kikaku-seisaku@city.shiroi.chiba.jpへ

人権講演会「ダブルハッピネス～性の多様性と人権～」

杉山文野さん

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

さ
れ
る
予
定
の
人

　
80
人

参
加
費

　
3
、
6
5
0
円
（
教
本
代
）

申
・
問

　
申
請
書
、
受
講
票
（
消
防

本
部
、
管
内
消
防
署
、
印
西
地
区
消

防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
2

枚
（
縦
4
㌢
㍍
×
横
3
㌢
㍍
）
を
貼

り
、
参
加
費
を
添
え
て
11
月
7
日
㈪

か
ら
9
日
㈬
ま
で
に
直
接
印
西
地
区

消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
☎

0
4
7
6
（
4
6
）
9
9
7
1
へ

　市民活動団体「ときめきマルシェプロジェクト」
が主体となり、白井総合公園で「ときめきマル
シェ」を開催します。
　「ハロウィン」をキーワードに、おしゃれ小物
の販売、子どもたちが楽しめるワークショップな
ど楽しいイベントが盛りだくさんです。家族や友
達と仮装して遊びに来ませんか。
日時　29日㈯　午前10時～午後3時（小雨決行、予
備日　30日㈰）
※市役所駐車場は駐車台数に
限りがあるため、公共交通機
関を利用してください。
■問　ときめきマルシェプロ
ジェクト代表　宮﨑　☎090
（4370）0802、市民活動支援課
市民活動支援班　内線3152 

ときめきマルシェ
～TRICK OR SMILE ？

笑顔でつながるハロウィンマルシェ～

事業名（担当部署名）・内容 主な計画
・目標 実績 評価結果と判断理由 今後の方向性、改革・改善

計画など
小学校施設改修等事業（教育総務課）
　児童が学習しやすい安全な教育環
境を確保するため、学校施設の耐震
補強や施設の老朽化に対応する校舎
および体育館の改修工事を行う。また、
教室不足を解消し校舎の増築を行う。

①改修工事数1
校（校舎）

①１校（校
舎）

【良好】
　南山小学校校舎耐震工事・改修工
事および工事管理委託を実施した。
対象となる学校施設改修などの早期
完成に向け、計画的に業務を行った。

【現状のまま継続】
　未改修の校舎、体育館に
ついて、白井市公共施設等
総合管理計画を踏まえ検討
していく。

介護予防事業（高齢者福祉課）
　市民が介護予防の必要性を理解し、
主体的に介護予防に取り組めるよう、
地域における高齢者の集い、各種教
室、介護予防月間イベントなどさま
ざまな機会で周知啓発を行う。

①介護予防事業
の 実 施 回 数　
220回
②介護予防事業
の 実 施 者 数　
3,400人

①226回
②4,877人

【良好】
　介護予防事業実施回数、実施者数
が目標を上回り、市民の介護予防知
識の習得や家庭での実践に寄与した。
市の介護認定率は近隣市などに比べ
低い状態である。

【手段改善・効率化】
　市民の主体的な介護予
防活動を促すため、介護
予防推進員を育成し協働
で周知活動を行う。

消防団体制強化事業（市民安全課）
　消防団員の高齢化などによる消防
力の低下を防止するため、消防団員の
確保を行うとともに消防団車両・資機
材の整備・更新を行う。

①消防団入団者
17人
②消防団退団者
17人

①17人
②20人

【やや不良】
　広報・ホームページなどへの募集
記事掲載、ポスター・チラシの配布
などの広報活動を行っているが、退
団者が入団者を上回った。

【現状のまま継続】
　消防団員確保のため引
き続き広報を実施すると
ともに、機能別消防団の
導入も検討する。

地域活性化推進事業（市民活動支援課）
　地域コミュニティの活性化と市民自
治を推進するため、小学校区単位で自
治会、地区社会福祉協議会、民生委員、
PTAなど地域で活動する主体で構成
する「まちづくり組織」の設立に向
けた取り組みとまちづくり組織への
支援制度などについて検討を行う。

①意見交換会出
席者数　310人

①90人（タ
ウンミー
ティング
との合計
239人）

【概ね良好】
　意見交換会の出席者は目標を下
回ったが、秘書広報課との共催によ
り9小学校区でタウンミーティング
を実施した。各地区において、地域
で活動する団体が協力して自主防災
訓練を実施するなど地域コミュニ
ティの活性化が促進された。

【現状のまま継続】
　小学校区単位を基本と
したまちづくり協議会の
設立を促進する。第二小
学校区のまちづくり協議
会の設立に向け公民セン
ターを拠点とした事業を
展開する。

配水施設整備事業（上下水道課）
　安全な水の安定供給と水道の普及
を促進するため、配水施設の整備な
どを進める。

①配水管整備延
長　10㍍
②水道普及率　
80.5㌫

①13.6㍍
②81.7㌫

【良好】
　給水要望のあった地域に配水管を
布設し、安全な水道水を安定供給す
ることができた。また、水道普及率
は目標に達した。

【拡充・重点化】
　配水管の布設や白井配
水場の建設を行う。

白井市PR事業（企画政策課）
　白井市を知ってもらうため、市の
キャラクター「なし坊」や特産品の梨
などを用いたPR活動、ふるさと納税
の実施、市名になぞらえて「白」をテー
マとしたホワイトフェスティバルの
開催など、広く市をPRし認知度の向
上を進める。

①「なし坊」「か
おり」のPRイ
ベント参加件数
―
②なし坊マーク
使用許可書発行
件数―

①80件
②41件

【良好】
　市内外のイベントでPR活動を実施
するとともに、ふるさと納税の返礼品
発送を開始し、市外からの寄附が増加
するなど地場産品や市の認知度向上に
つながった。また、ホワイトフェス
ティバルの開催や今後の市のPRの方
向性を定めるシティプロモーション
基本方針策定に向けた基礎調査を実
施した。

【現状のまま継続】
　引き続き市内外のイベ
ントでのPR活動、ふるさ
と納税、ホワイトフェス
ティバルの開催などによ
り市を広くPRする。また、
白井市シティプロモーショ
ン基本方針を策定し、市内
外へのプロモーション活
動を展開する。

平成27年度事業の主な評価・推進状況 ◆
事
務
事
業
評
価
に
つ
い
て

　
事
務
事
業
評
価
は
施
策
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
、
市
が
行
う
事
務

や
事
業
に
つ
い
て
個
別
の
シ
ー
ト
に

よ
り
目
的
、
対
象
、
手
段
、
成
果
な

ど
を
明
確
に
し
、
そ
の
上
で
評
価
指

標
な
ど
か
ら
自
己
評
価
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
以
降
の
改
善
・
見
直
し
を

進
め
る
も
の
で
す
。

　
予
算
編
成
に
活
用
す
る
と
と
も
に

職
員
自
ら
が
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、

あ
ら
た
め
て
そ
の
事
業
を
見
つ
め
直

す
な
ど
職
員
の
意
識
改
革
に
つ
な
げ

ま
す
。

　
評
価
方
法
は
担
当
課
に
よ
る
自
己

評
価
（
1
次
評
価
）
に
加
え
、
庁
内

で
組
織
す
る
評
価
委
員
会
に
よ
る
評

価
（
2
次
評
価
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
平
成
27
年
度
事
業
（
2
1
9
事
業
）

の
総
合
評
価
結
果

●
良
好

　
1
3
6
事
業
（
62
㌫
）

●
概
ね
良
好
　
74
事
業
（
34
㌫
）

●
や
や
不
良

　
5
事
業
（
2
㌫
）

●
不
良

　
4
事
業
（
2
㌫
）

※
各
事
務
事
業
の
評
価
シ
ー
ト
や
評

価
結
果
一
覧
は
市
役
所
1
階
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

図
書
館
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班

　
内

線
3
3
5
3

〜
総
合
管
理
の
進
行
管
理
〜

事
務
事
業
評
価
を
公
表
し
ま
す
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

健
康
料
理
教
室

〜
お
う
ち
の
調
味
料
で

　
　
　
　
　
か
ん
た
ん
減
塩
法
〜

　
高
血
圧
予
防
の
た
め
「
誰
で
も
・

か
ん
た
ん
に
・
す
ぐ
で
き
る
」
調
理

の
工
夫
を
学
べ
る
教
室
で
す
。

　
楽
し
く
作
っ
て
お
い
し
く
食
べ
て
、

自
分
に
合
っ
た
健
康
法
を
見
つ
け
ま

し
ょ
う
。
血
圧
が
気
に
な
る
人
、
減

塩
に
興
味
の
あ
る
人
は
こ
の
機
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
①
11
月
2
日
㈬

　
②
10
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
1
時
30
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
血
圧
値
な
ど
が

気
に
な
り
始
め
た
人
、
減
塩
に
興
味

の
あ
る
人

　
各
日
18
人
（
申
し
込
み

順
）

内
容
　
栄
養
士
に
よ
る
講
話
、
調
理

実
習
、
か
ん
た
ん
減
塩
メ
ニ
ュ
ー
の

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　市では、ホワイトデーを「しろいの日」として、「白」
をテーマに子どもから大人まで楽しめる「しろいホワイ
トフェスティバル2017」を開催します。開催にあたり、
出店や出演をする団体などを募集します。
日時　平成29年3月12日㈰　午前11時～午後5時
場所　白井駅前南口広場
出店対象　「白」をテーマとした商品を扱える団体やサー
クル
出演対象　15～20分以内で「白」をテーマに公演ができ
る市内で活動している音楽やダンスなどの団体やサークル
参加費　無料
※出店・出演ともに応募者多数の場合は、実行委員会の
審査により選定します。
■申・■問　所定の応募用紙（企画政策課、市ホームページ
にあります）に必要事項を記入の上、11月15日㈫までに
郵送（必着）、ファクス、メールまたは直接実行委員会（企
画政策課内）内線3351・{kikaku-seisaku@city.shiroi.
chiba.jpへ

「しろいホワイトフェスティバル2017」
出店・出演者を募集

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
出
張
版

面
接
マ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー

i
n
印
西
・
鎌
ケ
谷
・

白
井

　
若
者
の
就
職
支
援
施
設
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
ち
ば
」
と
印
西
市
・
鎌
ケ
谷

市
・
白
井
市
の
3
市
が
共
催
で
面
接

マ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
面
接
の
基
本
的
な
流
れ
や
マ
ナ
ー

を
理
解
し
、
自
信
を
も
っ
て
面
接
に

臨
む
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
、
雇
用
保
険
受
給
者

の
活
動
実
績
と
な
り
ま
す
。

日
時
　
11
月
10
日
㈭
　
午
後
1
時
〜

3
時
30
分
（
集
合
　
午
後
0
時
50
分
）

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
就
職
を
希
望
し
て
い
る
15
〜

39
歳
の
人

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
電
話
で
商
工
振
興
課
商
工
振
興

班
　
内
線
3
2
4
1
へ

問
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
　
☎
0
4

7
（
4
2
6
）
8
4
7
1

中
小
企
業
資
金
融
資
制
度

　
市
で
は
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る

た
め
、
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
を

得
て
低
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
利
子
補
給
も

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
資
金
使
途
に

応
じ
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
て

市
税
に
滞
納
が
な
い
人

融
資
限
度
額
・
返
済
期
間

　
運
転
資

金
1
、0
0
0
万
円
以
内
・
5
年
以
内
、

設
備
近
代
化
資
金
2
、
0
0
0
万
円

以
内
・
7
年
以
内

※
独
立
開
業
資
金
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

融
資
利
率
　
2
・
2
〜
2
・
6
㌫

取
扱
金
融
機
関

　
千
葉
銀
行
（
白
井

支
店
・
小
室
支
店
・
鎌
ケ
谷
支
店
・

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
支
店
）、
京
葉

銀
行
（
白
井
支
店
・
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
支
店
・
鎌
ケ
谷
支
店
）、
千
葉

興
業
銀
行
（
白
井
支
店
・
鎌
ケ
谷
支

店
）、
千
葉
信
用
金
庫
白
井
支
店

問
　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

　
内

線
3
2
4
1

中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度

　
こ
の
制
度
は
、
独
立
行
政
法
人
勤

労
者
退
職
金
共
済
機
構
・
中
小
企
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部
が
運
営
し
て

い
る
中
小
企
業
が
加
入
し
や
す
い
国

の
退
職
金
制
度
で
す
。

　
新
規
加
入
や
掛
け
金
を
増
額
す
る

場
合
は
、
国
が
事
業
主
へ
掛
け
金
の

一
部
を
1
年
間
助
成
し
ま
す
。

　
掛
け
金
は
全
額
非
課
税
で
手
数
料

も
か
か
ら
ず
、
社
外
積
立
の
た
め
管

理
も
簡
単
で
す
。

　
市
も
こ
の
制
度
に
新
規
加
入
し
た

事
業
主
へ
掛
け
金
の
一
部
を
2
年
間

補
助
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部
　
☎
0
3
（
6
9
0
7
）
1
2
3

4
、
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

　
内

線
3
2
4
1

　県内全ての労働者（パート、ア
ルバイトなどを含む）や使用者に
適用される「千葉県最低賃金」が、
10月から時間額842円（25円増額）
に改正されました。
　使用者は、この額より低い賃金
で労働者を使用することはできま
せん。この額より低い賃金を定め
ていても法律により無効とされ、
最低賃金額と同額の定めをしたも
のとみなされます。
※「千葉県最低賃金」のほかに業
種により定められている「特定（産
業別）最低賃金」が適用される場
合があります。
■問　千葉労働局労働基準部賃金室
☎043（221）2328、市商工振興課
商工振興班　内線3241

千葉県最低賃金が改正

会
食
（
両
日
と
も
同
じ
内
容
）

メ
ニ
ュ
ー

　
豚
肉
の
ソ
テ
ー
と
3
種

の
減
塩
ソ
ー
ス
、
ニ
ン
ジ
ン
と
セ
ロ

リ
の
ツ
ナ
炒
め
、ご
飯
、青
菜
の
シ
ョ

ウ
ガ
み
そ
汁
、
リ
ン
ゴ
の
コ
ン
ポ
ー

ト
風

保
育

　
あ
り
（
1
歳
以
上
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、
電
卓

参
加
費
　
4
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
①
は
10
月
25
日
㈫
、
②
は

11
月
2
日
㈬
ま
で
に
、
参
加
希
望
日
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
保

育
の
有
無
を
電
話
か
メ
ー
ル
で
健
康

課
健
康
づ
く
り
推
進
班

　
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
4
、

k
e
n
k
o
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

ベビーサロン「いっぽいっぽ」
　子育て親子が気軽に参加でき、楽しくおしゃべりできる場です。
親子の触れ合い遊びの紹介もあります。子育て仲間の輪を広げませ
んか。
日時　11月9日㈬　午前10時～ 11時30分（受け付け　午前9時45分～）
場所　保健福祉センター
対象　おおむね生後6カ月までの乳児とその家族
※事前の予約は不要、参加費は無料です。
■問　健康課母子保健班　☎（497）3495

プレ☆パパママスクール日程
日時 内容 持ち物

11月6日 ㈰　
10：00～12：30
（受け付け　
9：45～）

家族で協力する出産の話、妊娠・育児
体験（妊婦・模擬胎動体験・もく浴・抱っ
こ体験・マタニティヨガ）、食育弁当
を食べながらの交流タイム

母子健康手
帳、筆記用
具、食育弁
当代1人500円

11月9日 ㈬　
10：00～11：30
（受け付け　
9：45～）

ママと赤ちゃん・家族のための食事に
ついて、デンタルケア、妊娠中に知っ
ておくと安心！産後に多いトラブルや
悩み、産後のママ＆赤ちゃんとの交流
タイム

母子健康手帳、
筆記用具

プレ☆パパママスクール
　出産と育児について一緒に学びませんか。育児体験などの楽しい
内容で、赤ちゃんを迎える気持ちがわいてきます。
日程　下表のとおり
場所　保健福祉センター
対象　おおむね妊娠6から9カ月までの妊婦とそ
の家族　18組（申し込み順）
※経産婦の人も参加できます。
保育　あり（開催の1週間前までに要申し込み）

■申・■問　電話で健康課母子保健班　☎（497）3495か「ちば電子申
請サービス」の白井市「平成28年度マタニティ＆ベビー向け講座申
し込み」へ
※電子申請は開催日の1週間前までに申し込んでください。

モンゴルでも大人気「しろいの梨」

柔道整復師（接骨院・整骨院）のかかり方
　接骨院や整骨院などで治療を受けるとき、国民健康保険が使えない場合が
ありますので、治療の際は接骨院や整骨院の窓口で問い合わせてください。
◆国民健康保険が使えるもの
　骨折、脱臼、打撲および捻挫（肉離れを含む）
◆国民健康保険が使えないもの
　日常生活からくる肩こり、疲れ、体調不良・スポーツによる筋肉疲労、マッ
サージとしての利用
◆治療を受けるときの注意事項
●負傷した原因（いつ・どこで・何をして・どんな症状か）を正確に施術者
に伝えましょう
●施術者が患者に代わり保険請求をする場合、受診した人は同意のうえ署名
する必要があります。署名または捺印をする前に内容を十分確認しましょう

～アンケートにご協力を～
　施術所からの請求内容を確認するため、柔道整復師・はり・きゅう・あん
ま・マッサージの施術を受診した人に、市から受診内容のアンケートを送付
することがありますので、届いた際は、ご協力をお願いします（受診を控え
ていただく目的ではありません）。
■問　保険年金課保険年金班　内線3179

マタニティ＆ベビー向け講座

献血のお知らせ
日時　22日㈯　午前9
時～ 11時45分、午後1
時～ 4時
場所　保健福祉セン
ター前
■問　健康課健康づくり
推進班　☎（497）3494

　9月14日から18日まで、モンゴル国ウランバートル
で行われた千葉銀行主催の商談会に、白井市梨業組
合、JA西印旛、白井市が共同で参加しました。
　昨年と同様、商談会会場で「しろいの梨」の試食
会の開催や、在モンゴル日本国大使からモンゴル国
関係者の皆さんに梨を配布いただき、「おいしい」「甘
い」「みずみずしい」と大変好評でした。
　また、17日から1カ月程度、ウランバートル市内の
スーパー４店舗で豊水（140個）のテスト販売を実施
しています。販売価格は1個約21,000トゥグルグ（日
本円で約1,100円）と大変高価なものになりますが、
モンゴル国では果物が贈答品として流行しているの
で、今後に期待できます。
　日本産の安全な高級梨として唯一販売されること
により「しろいの梨」の国内外での知名度アップ・
有利販売につなげていきます。
■問　農政課農政班　内線3251

現地の皆さんに大好評の甘くておいしい「しろいの梨」

スーパーで販売されている「しろいの梨」



高

齢

者

シ   

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
28
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

シ   

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

（
入
門
講
座
）

　
パ
ソ
コ
ン
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
）

の
基
本
的
な
使
い
方
や
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
の
基
本
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
　
11
月
7
日
㈪
〜
10
日
㈭
（
全

4
回
）　
午
後
1
時
45
分
〜
4
時
45
分

場
所

　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
健
康
で
就
業
や
社
会
参
加
活

動
を
希
望
す
る
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
　
4
人
（
講
座
未
受
講
者
を
優
先

し
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費

　
6
0
5
円
（
資
料
代
）

申
　
10
月
21
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

福   
初
め
て
の
フ
ラ
ダ
ン

ス
講
座

　
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
一
番
の
魅
力
は
、

誰
で
も
踊
れ
る
こ
と
で
す
。

　
癒
や
し
の
ダ
ン
ス
と
し
て
も
注
目

さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
11
月
7
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日
（
各
月
曜
日
・
全
4
回
）　
午

前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
女
性

30
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師
　
フ
ラ
ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
　
関
根
直
子
さ
ん

持
ち
物

　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
あ
れ

ば
フ
ラ
ダ
ン
ス
用
の
ス
カ
ー
ト

申
　
10
月
31
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

社  「
ふ
れ
あ
い
弁
当
」

を
届
け
ま
す

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ
ふ
れ

あ
い
食
事
運
営
委
員
が
作
っ
た
季
節

の
弁
当
と
花
を
無
料
で
届
け
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
人
は
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

駅  

ひ
よ
こ
ち
ゃ
ん

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
ふ
れ
あ
い

体
操
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
11
月
2
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時

対
象
　
生
後
7
カ
月
か
ら
1
歳
未
満

ま
で
の
子
と
そ
の
保
護
者
（
自
由
参

加
）公  

市
保
健
師
の
育
児
相

談
（
講
和
）

　
自
尊
感
情
を
育
て
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
関
わ
り
方
（
し
つ
け
）
の
コ
ツ
を

学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
11
月
7
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
1
か
ら
3
歳
ま
で
の
子
と
そ

の
保
護
者

　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
11
月
4
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

親
子
で
ア
ナ
ト
ミ
ッ

ク
骨
盤
ヨ
ガ

　
育
児
で
疲
れ
て
い
る
体
を
少
し
ハ

ー
ド
な「
ア
ナ
ト
ミ
ッ
ク
骨
盤
ヨ
ガ
」

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
連
れ
で
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

　
11
月
8
日
㈫
・
22
日
㈫
（
全

2
回
）　
午
前
11
時
〜
正
午

子

育

て

対
象
　
2
回
と
も
参
加
で
き
る
子
育

て
中
の
女
性

　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　

森
下
由
美
子
さ
ん

持
ち
物
　
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

あ
れ
ば
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

参
加
費
　
5
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）

申
　
11
月
2
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ベ
イ
ビ
ー
タ
イ
ム

　
リ
ー
ス
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
洋
菓

子
を
食
べ
な
が
ら
、
子
育
て
の
情
報

交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
11
月
9
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象

　
生
後
2
か
ら
6
カ
月
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者

　
15
組
（
申
し
込

み
順
）

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
か
マ
ッ
ト
、

飲
み
物
（
保
護
者
用
）

参
加
費

　
1
5
0
円
（
材
料
費
ほ
か
）

申
　
11
月
6
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

桜   

赤
ち
ゃ
ん
広
場
「
い

ち
ご
ぐ
み
」

　
0
歳
児
の
親
子
が
集
ま
り
友
達
と

一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
子
育
て
の
情
報

交
換
を
す
る
登
録
制
の
広
場
で
す
。

　
栄
養
相
談
や
歯
科
相
談
も
で
き
ま

す
。

日
時

　
11
月
10
日
㈭
・
24
日
㈭
、
12

月
1
日
㈭
、
1
月
12
日
㈭
、
2
月
9

日
㈭
、
3
月
15
日
㈬
（
全
6
回
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
象

　
市
内
在
住
の
平
成
27
年
4
月

2
日
か
ら
平
成
28
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
と
そ
の
保
護
者
　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
10
月
30
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

　
な
お
市
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

日
時

　
11
月
8
日
㈫

※
正
午
か
ら
午
後
1
時
ご
ろ
ま
で
に

自
宅
へ
届
け
ま
す
。

対
象
　
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

人
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
10
月
25
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
社

会
福
祉
協
議
会
へ

桜   

初
心
者
の
た
め
の
ス

マ
ホ
安
全
教
室

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
み
た

い
人
、
持
っ
て
い
る
け
ど
使
っ
て
い

な
い
人
な
ど
を
対
象
に
N
T
T
ド
コ

モ
「
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
」

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
「
ら
く
ら
く

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」
を
使
い
、
電
話

や
メ
ー
ル
の
基
本
操
作
を
教
え
ま
す
。

　
振
り
込
め
詐さ

ぎ欺
な
ど
の
犯
罪
や
日

常
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
身
を
守

り
、
災
害
時
の
対
応
も
学
び
ま
す
。

日
時
　
11
月
17
日
㈭
　
午
後
2
時
〜

4
時

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
人

　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

※
使
用
す
る
「
ら
く
ら
く
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
」
は
用
意
し
ま
す
。

申
　
11
月
5
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

シ   

植
木
剪せ

ん
て
い定

講
習
会

（
秋
・
冬
季
講
座
）

　
秋
・
冬
季
に
向
か
っ
て
樹
木
の
手

入
れ
を
基
礎
か
ら
学
び
、
道
具
の
扱

い
方
な
ど
総
合
的
な
技
能
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
11
月
15
日
㈫
〜
18
日
㈮
（
全

4
回
）　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
健
康
で
就
業
や
社
会
参
加
活

動
を
希
望
す
る
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
　
12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申
　
11
月
4
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
星

景
写
真
を
撮
ろ
う

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ド
ー
ム
内
で
、

星
を
星
座
絵
、
投
影
機
な
ど
と
一
緒

に
撮
影
す
る
講
座
で
す
。

日
時
　
11
月
5
日
㈯
、
平
成
29
年
1

月
28
日
㈯

　
午
後
4
時
10
分
〜
5
時

30
分

対
象
　
一
般
　
各
日
6
人
（
申
し
込

み
順
）

持
ち
物
　
バ
ル
ブ
機
能
が
付
い
て
い

る
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
、リ
モ
コ
ン（
レ

リ
ー
ズ
）、
三
脚

※
星
空
撮
影
モ
ー
ド
機
能
が
付
い
て

い
る
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

で
も
可
能
で
す
。

参
加
費

　
5
0
0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

申
・
問

　
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に

電
話
か
直
接
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
☎

（
4
9
2
）
1
1
2
5
へ

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
11
月
2
日
㈬
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
11
月
29
日
㈫
・
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間
　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象

　
市
内
在
住
で
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
1
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

適応指導教室指導員を募集します

　学校に不適応を起こしている児童・生徒に対し、
グループ活動や相談活動をとおして、学校への復帰
を促すため指導・支援などを行う適応指導教室指導
員を募集します。
募集対象・人数　小学校または中学校
の教諭免許を有する人　1人
勤務場所　ひだまり館2階（旧中央公民
館別館）
勤務期間　12月7日～平成29年3月31日
勤務日時　児童・生徒の登校日のうち
週3日程度　午前9時30分～午後4時30分
日給　9,000円
■申・■問　履歴書に記入の上、10月31日㈪までに直
接または郵送で教育センター室　内線3472へ

シ   

家
事
援
助
講
習
会

（
介
護
講
座
）

　
ベ
ッ
ト
や
車
椅
子
の
介
助
な
ど
を

実
習
し
な
が
ら
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
11
月
24
日
㈭
　
午
後
1
時
〜

4
時

場
所

　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象

　
健
康
で
就
業
や
社
会
参
加
活

動
を
希
望
す
る
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
　
14
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申
　
11
月
10
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

延
命
寺
観
音
堂

　
平
塚
地
区
に
所
在
す
る
普
登
山

蓮
華
院
延
命
寺
は
真
言
宗
豊
山
派

に
属
す
る
古
刹
で
す
。
寛
弘
2

（
1
0
0
5
）
年
開
基
で
江
戸
時

代
前
期
に
現
在
地
に
移
転
し
た
と

伝
わ
り
ま
す
。
本
堂
か
ら
は
万
治

3
（
1
6
6
0
）
年
の
墨
書
銘
を

持
つ
市
指
定
文
化
財
「
延
命
寺
の

火
伏
せ
の
札
」
が
発
見
さ
れ
て
お

り
、
本
堂
は
こ
の
頃
に
建
立
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
境
内
の
諸
堂
が
整
備

さ
れ
ま
す
が
、
中
で
も
貴
重
な
も

の
は
十
一
面
観
音
を
祭
る
「
延
命

寺
観
音
堂
」
で
す
。
平
面
形
が
方

形
の
三
間
堂
で
、
堂
の
四
周
に
は

高
欄
を
持
つ
縁
が
回
り
ま
す
。
屋

根
は
入
母
屋
造
で
元
々
茅か
や
ぶ
き葺

で
し

た
が
、
鉄

て
っ
ぱ
ん
ぶ
き

板
葺
を
経
て
、
昭
和
58

（
1
9
8
3
）
年
の
修
理
に
よ
り

現
在
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。

　
延
命
寺
に
伝
わ
る
棟
札
の
写
し

に
よ
る
と
「
観
音
堂
申
事
丁
未
正

月
ヨ
リ
始
メ
戊
申
ノ
六
月
十
六
日

建
立
成
就
ス
。
大
工
加
賀
国
賀
州

金
沢
藤
原
朝
臣
小
田
四
郎
左
ヱ
門
、

同
国
脇
大
工
清
水
佐
治
兵
衛
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
寛
文
7
（
1
6

6
7
）
年
に
石
川
県
金
沢
の
大
工

に
よ
り
建
立
が
始
ま
り
、
寛
文
8

（
1
6
6
8
）
年
に
完
成
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
千
葉
県
内
の
三
間
堂
の
多
く
は

中
世
以
来
の
伝
統
に
の
っ
と
り
、

日
本
の
伝
統
的
な「
和
様
」と「
禅

宗
様
」
と
い
う
鎌
倉
時
代
に
中
国

の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
建
築

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

手
法
が
混
在
し
た
建
築
様
式
で
建

て
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
延
命

寺
観
音
堂
は
金
沢
の
大
工
が
建
て

た
た
め
他
の
三
間
堂
と
は
異
な
り
、

禅
宗
様
の
要
素
が
濃
い
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
屋
根
の
下
に
あ
る
組
物

と
呼
ば
れ
る
複
雑
に
組
ま
れ
た
木

材
は
、
三
段
構
成
で
作
ら
れ
て
い

る
点
が
禅
宗
様
の
特
徴
で
、
尾
垂

木
と
呼
ば
れ
る
長
く
伸
び
た
部
材

の
断
面
が
5
角
形
を
呈
す
る
の
も

特
徴
に
な
り
ま
す
（
禅
宗
様
三
手

先
）。
柱
は
円
柱
で
、
先
端
は
粽

ち
ま
き

と
呼
ば
れ
る
端
が
す
ぼ
め
ら
れ
た

形
で
す
。
柱
の
上
部
に
貫
を
通
す

頭
貫
を
用
い
、
柱
の
上
に
台
輪
を

載
せ
る
点
も
禅
宗
様
の
特
徴
と
し

て
知
ら
れ
ま
す
。

　
延
命
寺
観
音
堂
は
過
去
5
回
の

修
理
を
経
て
大
切
に
護
り
伝
え
ら

れ
て
来
た
も
の
で
、
建
物
の
主
要

な
部
分
は
当
初
の
姿
を
良
好
に
残

し
て
い
ま
す
。
昭
和
57
（
1
9
8

2
）
年
に
白
井
町
指
定
文
化
財
と

な
っ
た
後
、
平
成
14
（
2
0
0
2
）

年
に
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
延命寺観音堂
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜 桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福 福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シ シルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボ ボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
大
正
琴
「
水
陽
会
」
無
料
体
験
教
室

　
き
れ
い
な
音
を
奏
で
る
大
正
琴
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
基
礎
か
ら
親
切
丁
寧
に
教
え
ま
す

の
で
、
ど
な
た
で
も
弾
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

※
大
正
琴
の
貸
し
出
し
も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
22
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
3
時

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

問
　
内
海
☎
（
4
9
7
）
2
3
4
7

◆
北
総
ウ
ォ
ー
ク

　
印
西
、
船
橋
、
白
井
市
内
を
歩
き

ま
す
。
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅

を
ス
タ
ー
ト
し
、宗
像
神
社
、西
福
寺
、

小
室
公
園
、
白
井
総
合
公
園
、
白
井

市
役
所
（
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
会
場
）、

白
井
駅
を
巡
る
約
12
㌔
㍍
の
コ
ー
ス

を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
22
日
㈯

　
午
前
9
時
〜
午
後

3
時
（
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
）

集
合
場
所

　
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中

央
駅
（
印
西
市
）　
参
加
費
　
無
料

問
　
北
総
鉄
道
運
輸
部
営
業
課
☎

0
4
7
（
4
4
5
）
1
9
0
1

◆
笑
顔
の
在
宅
介
護
「
認
知
症
を
改

善
で
き
る
の
は
家
族
だ
け
で
す
」

　
介
護
さ
れ
る
人
の
「
生
き
て
き
た

歴
史
」
を
理
解
で
き
る
の
は
家
族
だ

け
で
す
。
認
知
症
の
改
善
に
は
家
族

の
共
感
が
必
要
で
す
。

日
時

　
25
日
㈫

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

　
場
所

　
白
井
駅
前
セ
ン

タ
ー

　
定
員

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
5
0
0
円
（
資
料
代
）

申
・
問

　
電
話
か
メ
ー
ル
で
介
護
・

認
知
症
の
家
族
と
歩
む
会
・
白
井

北
川
☎
0
9
0
（
5
5
0
9
）
5
3

9
8
・ ao31212@

s6.dion
.

n
e.jp

へ

◆
自じ
き
ょ
う
じ
ゅ
つ

彊
術
無
料
体
験

　
自
彊
術
は
年
齢
に
関
係
な
く
誰
で

も
簡
単
に
で
き
、
続
け
る
こ
と
で
体

質
改
善
と
免
疫
力
ア
ッ
プ
も
望
め
る

体
操
で
す
。

　
体
験
し
て
気
持
ち
良
さ
を
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所
　
26
日
㈬
　
午
後
1
時

15
分
〜
2
時
45
分
・
桜
台
セ
ン
タ
ー
、

27
日
㈭

　
午
後
0
時
15
分
〜
1
時
45

分
・
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

問
　
自
彊
術
同
好
会

　
平
田
☎
（
4

9
2
）
4
7
0
5

◆
書
道
サ
ー
ク
ル
土
筆
ロ
ビ
ー
展

　
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
表
し
ま
す

の
で
、
書
の
世
界
に
ふ
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
程
　
10
月
26
日
㈬
〜
11
月
9
日
㈬

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

問
　
山
﨑
☎
（
4
9
1
）
3
5
6
0

◆
と
も
し
び
の
夕
べ
コ
ン
サ
ー
ト

i
n
桜
台

　
と
も
し
び
を
並
べ
て
自
然
災
害
犠

牲
者
の
追
悼
を
し
、
リ
コ
ー
ダ
ー
や

ピ
ア
ノ
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
の
コ
ン
サ

ー
ト
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
29
日
㈯

　
午
後
5
時
〜
7
時

場
所
　
三
本
松
公
園
（
雨
天
時
は
桜

台
セ
ン
タ
ー
）

問
　
と
も
し
び
の
夕
べ
i
n
白
井
実

行
委
員
会
　
森
永
☎
0
9
0
（
6
1

4
1
）
6
7
0
9

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
労
働
安
全
衛
生
管
理
者
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
①
10
月
29
日
㈯
・
船

橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

　
②
11
月

12
日
㈯

　
柏
市
保
健
勤
労
会
館

　

時
間

　
午
後
1
時
〜
4
時

対
象
　
一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
「
水
辺
の
風
景
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

作
品
展

　
印
旛
沼
流
域
市
町
（
白
井
市
含
む
）

の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
水
に
興

味
や
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
を
込
め
て
募
集
し
た
「
水
辺
の

風
景
画
」
を
展
示
し
ま
す
。

日
時

　
11
月
1
日
㈫
〜
6
日
㈰

　
午

前
10
時
〜
午
後
6
時
（
最
終
日
は
午

後
3
時
ま
で
）　
場
所
　
公
津
の
杜

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
成
田
市
）

入
場
料
　
無
料

問
　
公
益
財
団
法
人
印
旛
沼
環
境
基

金
☎
0
4
3
（
4
8
5
）
0
3
9
7

◆
秋
の
ふ
れ
あ
い
祭
り

　
模
擬
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

抽
選
会
で
秋
の
一
日
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

　「
広
報
し
ろ
い
10
月
15
日
号
」
を

持
参
し
た
先
着
3
0
0
人
に
は
、
抽

選
券
と
引
き
換
え
ま
す
。

日
時

　
11
月
5
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
荒
天
時
は
6
日
㈰
に
延

期
）　
場
所

　
白
井
駅
南
口
側
遊
歩
道

問
　
ふ
れ
あ
い
会
　
大
場
☎
0
9
0

（
2
6
7
8
）
2
9
0
0

◆
印
旛
沼
環
境
基
金
公
開
講
座

　「
い
ん
ば
沼
の
水
質
浄
化
を
考
え

る
〜
手
賀
沼
流
入
河
川
の
礫れ
き
か
ん間
接
触

浄
化
施
設
を
事
例
に
し
て
〜
」
を
テ

ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
11
月
5
日
㈯

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

　
場
所

　
ミ
レ
ニ
ア

ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉
ホ
ー
ル

　
対
象

　

一
般
　
1
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
公
益
財
団
法
人
印
旛
沼
環
境

基
金

　
本
橋
敬
之
助
上
席
研
究
員

　

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
10
月
17
日
㈪
か
ら
電
話
で

佐
倉
市
役
所
環
境
政
策
課
☎
0
4
3

（
4
8
4
）
4
2
7
8
（
平
日
の
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
）
へ

◆
白
井
近
隣
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
に
興
味
の
あ
る
人
は
来
て

く
だ
さ
い
。

日
時

　
11
月
6
日
㈰

　
午
前
9
時
30

分
〜
（
開
場
　
午
前
9
時
）　
場
所

中
銀
白
井
マ
ン
シ
オ
ン
大
ホ
ー
ル

（
堀
込
）　
入
場
料
　
無
料

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
平
岡
☎
（
4
9
1
）
1
6
5
3

◆
年
末
調
整
説
明
会

　
源
泉
徴
収
者
を
対
象
に
、
平
成
28

イ

ベ

ン

ト

年
分
の
年
末
調
整
方
法
や
法
定
調
書

お
よ
び
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
11
月
9
日
㈬

　
午
後
1
時
30

分
〜
（
開
場
　
午
後
1
時
）

場
所
　
印
西
市
役
所

問
　
成
田
税
務
署
市
課
税
課
☎
0
4

7
6
（
2
8
）
5
1
5
1

◆
七
次
台
小
学
校
区
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」

　
七
次
台
小
学
校
区
の
住
民
同
士
の

ふ
れ
あ
い
・
交
流
の
場
と
し
て
「
ふ

れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
楽
し
く
交
流

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
11
月
11
日
㈮

　
午
前
11
時
〜

午
後
1
時
30
分

　
場
所

　
七
次
台
3

丁
目
自
治
会
東
集
会
所
　
対
象
　
七

次
台
小
学
校
区
の
住
民

　
30
人
（
申

し
込
み
順
）　
参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
11
月
1
日
㈫
ま
で
に
電
話

で
七
次
台
小
学
校
区
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
☎
（
4
0
1
）
4
1
0
5

（
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
）
へ

◆
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演

奏
会

　
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ビ
ッ
チ
「
交
響
曲

第
5
番
『
革
命
』
ニ
短
調
作
品
47
」

や
ビ
ゼ
ー
「
歌
劇
『
カ
ル
メ
ン
』
よ

り
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

　
抽
選
で
20
人
に
チ
ケ
ッ
ト
が
当
た

る
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
20
日
㈰
　
午
後
2
時
〜

（
開
場

　
午
後
1
時
30
分
）　
場
所

文
化
会
館
な
し
坊
ホ
ー
ル

　
チ
ケ
ッ

ト
代

　
前
売
り
券
7
0
0
円
、
当
日

券
8
0
0
円
（
小
・
中
学
生
は
無
料
）

※
前
売
り
券
は
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階

「
カ
フ
ェ
・
ブ
ラ
ン
」で
発
売
中
で
す
。

申
・
問

　
往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、情
報
を
得
た
媒
体（ 

「
広

報
し
ろ
い
」）、「
定
演
チ
ケ
ッ
ト
プ

レ
ゼ
ン
ト
希
望
」
を
記
入
の
上
、
10

月
31
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
で

〒
2
7
0
―
1
4
3
5

　
白
井
市
清

水
口
3
―
37
―
3

　
石
川
厚
☎
（
4

9
2
）
7
7
0
9
へ

◆
松
ぼ
っ
く
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ

ー
＆
リ
ー
ス
作
り

　
松
ぼ
っ
く
り
の
ミ
ニ
ツ
リ
ー
と
葛く
ず

の
つ
る
を
使
っ
た
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
。

日
時

　
11
月
23
日
㈷

　
午
前
10
時
〜

11
時
50
分

　
場
所

　
千
葉
県
立
手
賀

の
丘
少
年
自
然
の
家
（
柏
市
）　
対

象
　
小
学
生
以
上
　
20
人
（
申
し
込

み
順
）

※
小
学
生
は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
。

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
10
月
23
日
㈰
の
午
前
9
時

か
ら
電
話
で
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少

年
自
然
の
家
☎
0
4
（
7
1
9
1
）

1
9
2
3
へ

◆
ち
ば
ハ
ー
ト
フ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
タ
2
0
1
6

　
千
葉
県
で
は
12
月
4
日
か
ら
10
日

ま
で
の
「
人
権
週
間
」
に
ち
な
み
、

N
H
K
大
相
撲
解
説
者
の
舞
の
海
秀

平
さ
ん
に
よ
る
講
演
や
千
葉
県
警
察

音
楽
隊
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。

日
時

　
12
月
8
日
㈭

　
午
後
1
時
〜

4
時

　
場
所

　
千
葉
市
民
会
館

　
対

象
　
一
般
　
1
、
0
0
0
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　
入
場
料

無
料

申
・
問

　
往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
入
場
希

望
人
数
（
1
通
に
2
人
ま
で
）、
託

児
サ
ー
ビ
ス
・
手
話
通
訳
・
要
約
筆

記
希
望
の
有
無
、
返
信
用
あ
て
先
を

記
入
の
上
、
11
月
4
日
㈮
（
必
着
）

ま
で
に
〒
2
6
0
―
0
8
5
5

　
千

葉
県
庁
内
郵
便
局
留
ち
ば
ハ
ー
ト
フ

ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
事
務
局

（
千
葉
県
健
康
福
祉
政
策
課
内
）

☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
3
4
8
へ

子

ど

も

趣
味
・
教
養
・
学
習

西  

和
を
楽
し
む
講
座

　

〜
和
菓
子
と
寄
席
〜

　
和
菓
子
作
り
の
後
、
寄
席
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
講
座
で
す
。

日
時

　
30
日
㈰

　
午
後
1
時
〜
3
時

対
象

　
一
般

　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
2
、
0
0
0
円
（
材
料
費

ほ
か
）

申
　
10
月
23
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

西  

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
タ
イ
ム

　
か
わ
い
い
小
鳥
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
11
月
4
日
㈮

　
午
前
9
時
〜

正
午

桜   
ぽ
ん
ぽ
ん
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
作
り

　
毛
糸
の「
ぽ
ん
ぽ
ん
」を
つ
な
げ
て
、

か
わ
い
い
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作

ろ
う
。

日
時
　
10
月
29
日
、
11
月
5
日
・
19

日
、
12
月
3
日
（
各
土
曜
日
・
全
4

回
）　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

対
象

　
小
学
3
〜
6
年
生

　
8
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
緑
色
の
並
太
毛
糸
1
玉
、

あ
れ
ば
刃
先
が
切
れ
る
は
さ
み

材
料
費

　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
10
月
25
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

白  

お
料
理
ク
ラ
ブ
「
ば

ら
っ
ぱ
ま
ん
じ
ゅ
う
作

り
」

　
千
葉
の
ふ
る
さ
と
料
理
で
サ
ル
ト

リ
イ
バ
ラ
と
い
う
葉
を
使
っ
た
「
ば

ら
っ
ぱ
ま
ん
じ
ゅ
う
」
を
作
ろ
う
。 ぽんぽんクリスマスリース

日
時
　
11
月
6
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
小
学
生
以
上

　
12
人
（
申
し

込
み
順
）

講
師
　
き
ら
梨
　
中
村
喜
代
子
さ
ん

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
2
枚
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
上
履
き
、
持
ち
帰
り
用
の

容
器

参
加
費

　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
予

約
の
上
、
10
月
23
日
㈰
ま
で
に
参
加

費
持
参
で
直
接
白
井
児
童
館
へ

対
象

　
一
般

　
8
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
6
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
10
月
23
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

カ
ラ
オ
ケ
大
会

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
気
軽
に

参
加
で
き
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
す
。

日
時
　
11
月
5
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象

　
市
内
在
住
一
般

　
10
人
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
　
10
月
29
日
㈯
ま
で
に
直
接
冨
士

セ
ン
タ
ー
へ

コ白井今昔ものがたり写真展
～ always 思ひ出の町なみ～

　明治から現在まで、白井コミュニティセンター周
辺と村役場から市役所への移り変わりの写真を多数
展示します。明治・大正・昭和の昔にタイムスリッ
プしてみませんか。
展示期間　11月28日㈪の午後5時まで

2016.10.155
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みんなの笑顔で完成！モザイクアート
広げよう　ふれあいの輪「きらりフェスタ2016」

天
　
蜩
の
折
り
目
正
し
く
啼
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

地
　
意
気
に
燃
ゆ
跳は
ね
と人

の
鈴
の
転
げ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
小
林
し
を
り

人
　
霧
の
道
ひ
た
す
ら
直
に
羅
臼
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
市
川
敦
代

【
選
評
】　
天
　
折
り
目
正
し
く
の
表
現
が
良
い
。
蜩
ら
し
く

整
っ
た
音
色
の
終
始
、
き
ち
ん
と
し
て
い
る
端
正
さ
が
伝
わ
る
。

地
　
北
国
の
ね
ぶ
た
祭
り
の
情
景
だ
。
祭
り
に
加
わ
る
跳
人
と

言
う
人
々
、
華
や
か
な
衣
装
に
編
み
が
さ
を
か
ぶ
り
、
鈴
を
身

に
着
け
て
ね
ぶ
た
の
前
で
踊
る
。
と
い
う
よ
り
跳
ね
回
る
。
祭

り
を
盛
り
上
げ
る
大
事
な
役
目
だ
。
そ
の
威
勢
の
良
さ
に
鈴
が

振
り
こ
ぼ
れ
た
。
人

　
北
海
道
の
大
地
の
広
さ
を
表
し
て
い
る
。

羅
臼
ま
で
の
た
だ
た
だ
一
直
線
の
走
行
そ
れ
も
霧
の
中
だ
。
ノ

ン
ス
ト
ッ
プ
？
か
。
北
海
道
な
ら
で
は
の
道
路
事
情
で
あ
る
。

念
入
れ
て
磨
く
廊
下
に
涼
新
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
小
澤
喜
美
子

学
舎
に
木
琴
の
音
涼
新
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台
　
　
　
黒
河
内
和
子

雲
の
影
動
き
て
山
の
花
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口
　
　
斎
藤
裕
子

時
に
順
不
同
あ
り
け
り
墓
洗
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
清
水
治
夫

夕
暮
れ
て
秋
の
初
風
渡
り
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
下
堂
薗
慶
子

奥
都
城
の
兄
は
当
歳
葛
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
　
西
　
八
十

独
り
居
の
窓
辺
に
聞
こ
ゆ
ち
ち
ろ
虫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
白
井
　
　
増
子
桂
子

縄
文
の
時
代
に
こ
こ
は
都
会
か
も

貝
塚
の
崖
の
高
き
を
見
上
ぐ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士   

　
　
望
月
玲
子

【
選
評
】「
都
会
」
と
い
う
捉
え
方
が
独
特
で
す
。「
崖
」
と
あ

り
大
き
な
貝
塚
で
す
。
近
く
に
あ
る
集
落
も
大
き
い
。
そ
こ
か

ら
「
都
会
」
と
い
う
発
想
が
生
ま
れ
た
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

意
気
高
く
リ
オ
に
燃
え
た
る
ア
ス
リ
ー
ト
の

胸
の
メ
ダ
ル
に
わ
れ
も
触
れ
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

み
ち
の
く
で
聞
き
ゐ
し
言
葉
「
二に
ど
わ
ら
す

度
童
子
」

わ
れ
老
い
た
れ
ば
日
々
諾
ひ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
　
関
根
千
浪

部
屋
に
入
る
日
差
し
は
秋
の
気
配
し
て

暑
さ
に
耐
え
た
わ
が
身
に
優
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
名
越
た
て
み

稔
り
田
に
な
び
く
稲
穂
は
さ
い
さ
い
と

風
渡
る
と
き
黄
に
輝
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台
　
　
　
米
井
詩
織

　
　
※
俳
句
と
短
歌
の
入
選
作
は
氏
名
の
五
十
音
順
で
す（
特
選
を
除
く
）。

　堀込第一児童公園の樹木に
は、木の名前が分かるように
名札が付いていることを知っ
ていますか。
　これは昨年、市民大学校シ
ニア学部10期の自主企画講座
から始まった活動で、市民大
学生10人（平成28年2月28日
卒業）と池の上小学校の児童
8人と保護者の皆さんが1年前
に設置しました。
　木の名札は、子どもたちが
名前を書き、市民大学校卒業
生が3年間管理する予定で点検を毎月第1日曜日の午前10時から11時まで行って
います。今年8月には名札の清掃、取り付けひもの付け替え作業を子どもたちと
協力しながら行いました。
　責任者の1人である平

ひらやまりゅういち

山隆一さんは「身近な自然を多くの人に関心を持っても
らい、憩いの場となっている公園の木が元気に葉を茂らせてほしいと願ってい
ます。また、小学3年生を対象としたドリームチャレンジャーに『とちのきの会』
でサポーター登録もしています。他学年の友達の参加も可能なので来てみてく
ださい。公園入り口のみず色ののぼり旗が目印です。気軽に声をかけてください」
と笑顔で話してくれました。付け替え作業に参加した子どもたちは「この公園
の中にこんなに木の種類があることを知りませんでした。木の名前をもっと覚
えたいです」と話していました。

公園の木に親しもう
あなたは木の名前どれだけ言えますか

木の種類ごとに付け替え作業をしました

　私たち民生委員は、児童委員
（子どもたちの幸せな生活のた
めに活動する者）もしくは主任
児童委員（児童委員の中でも特
に児童福祉に注力し、諸機関と
の連携を担当する者）でもあり、
子どもたちの成長を見守ってい
ます。
　定期的に小学校や中学校を訪
れて、先生方と情報を確認し、
生徒の生活上の課題について話
し合います。学校の行事にも出
席して生徒の様子を確かめます。
保護者とは日常のやりとりなど
で、身近な関係を保つよう心掛
けています。また、専門家の話
の聴講など研修も重ねています。
そういう活動を通してさまざま
な情報を総合的・客観的に捉え
ながら、子どもたちが安心安全
の中で成長できるよう努めてい
ます。

　今どきの小学生・中学生を見
ると、自分の時代とのギャップ
感は大人であれば誰でも持ちま
すね。その行動を理解すること
が難しい場合もあり、自分の感
性とのずれにイライラしたりも
するでしょう。もし、子どもた
ちに気になる変化が見受けられ
たら、私たちにお話しください。
その場で解決策の提示はできま
せんが、ともに今後を考えヒン
トを探すことで、気

きうつ

鬱を薄めて
いければと思います。
　どんなお話もまずはしっかり
伺い、その内容は口外しない事
を約束します。その後、考えて
いく中で必要が認められた方と
だけ情報を共有し解決を目指し
ましょう。
※この記事は民生委員児童委員連絡
協議会広報部会が作成しています。
問　社会福祉課厚生班　内線　5303

あ
の
戦
争
を
語
り
継
ぐ

平
和
宣
言
都
市

30
周
年
記
念
連
載
⑦

兵
歴

　
私
は
兵
庫
県
出
身
で
、
昭
和
17
年

4
月
に
兵
役
検
査
に
合
格
し
、
翌
18

年
11
月
に
姫
路
46
部
隊
に
入
隊
、
厳

し
い
初
年
兵
教
育
を
耐
え
、
姫
路
よ

り
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
武
器
が
不
足
し
て
お
り
、

敵
か
ら
奪
っ
た
小
銃
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
第
1
0
0
師
団
（
通
称
拠

兵
団
）
司
令
部
の
衛
兵
隊
と
し
て
、

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ダ
バ
オ
市
に
到
着
し

ま
し
た
。
そ
の
後
兵
団
経
理
部
に
転

属
し
ま
し
た
。

　
昭
和
20
年
4
月
、
つ
い
に
米
軍
が

山
本
　
茂
さ
ん
　
94
歳　

             　

堀
込
地
区
在
住

上
陸
し
、
敵
の
近
代
兵
器
の
攻
撃
に

後
退
す
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

ダ
バ
オ
最
大
の
山
で
あ
る
ア
ポ
山
中

深
く
入
り
、
日
の
光
も
入
ら
ぬ
ジ
ャ

ン
グ
ル
の
中
を
必
死
に
司
令
部
の
後

を
追
い
ま
し
た
。
食
糧
が
な
く
、
途

中
の
道
筋
に
は
衰
弱
し
た
兵
が
横
た

わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
す
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
バ
ッ
シ
ャ
オ
と
い
う
谷
間
の
小
さ

い
土
地
が
司
令
部
の
最
後
の
場
所
で

し
た
。
米
軍
も
こ
こ
ま
で
は
追
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
い
よ
い
よ
食
糧
が
な

く
な
り
、
木
の
芽
な
ど
毒
さ
え
な
け

れ
ば
口
に
し
ま
し
た
。
上
か
ら
の
命

令
で
各
自
塩
を
竹
筒
に
詰
め
背は
い
の
う嚢
に

つ
け
て
行
動
し
ま
し
た
。
飢
え
を
少

し
で
も
し
の
ぐ
こ
と
が
で
き
、
塩
の

大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
一
般
部
隊

の
兵
士
は
一
応
戦
死
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
餓
死
者
が
多
く
出
て
い
ま
す
。

　
7
月
半
ば
に
は
、
各
自
食
を
求
め

バ
ッ
シ
ャ
オ
を
離
れ
ま
し
た
。
道
中

原
住
民
の
集
落
に
た
ど
り
着
く
と
、

一
夜
の
宿
と
食
糧
を
頼
み
ま
し
た
。

お
礼
に
大
さ
じ
一
杯
の
塩
を
あ
げ
る

と
、
山
中
で
は
塩
は
何
よ
り
の
貴
重

品
だ
っ
た
よ
う
で
と
て
も
喜
ば
れ
ま

し
た
。
こ
れ
以
上
行
か
れ
ぬ
と
い
う

と
こ
ろ
で
集
落
の
原
住
民
と
生
活
を

共
に
し
ま
し
た
。
9
月
、
敗
戦
の
知

ら
せ
が
あ
り
「
山
を
下
り
よ
」
と
の

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
帰
路
10
日
間

の
食
糧
は
原
住
民
に
用
意
し
て
も
ら

い
、
途
中
ま
で
送
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
登
っ
て
来
た
道
を
下
り
て
い
き

ま
し
た
が
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
弱
っ

て
い
た
兵
士
は
そ
の
ま
ま
骨
に
な
っ

て
お
り
、
悲
惨
を
感
じ
ま
し
た
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
4

※
体
験
談
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　9月22日㈷に障害者支援センターで社会福祉法人フラットによる「きらりフェ
スタ2016」を開催しました。地域の皆さんとの「輪」を大切にしたいという願
いが込められたフェスタでは、来場した皆さんの協力を得て1088枚の写真を組
み合わせて1枚の絵を完成させるモザイクアートに挑戦しました。事務局長の
前
まえだよしひろ

田宜洋さんは「来場してくれた皆さんに感謝の気持ちでいっぱいです。すて
きななし坊モザイクアートが完成しました。来年も楽しいイベントを企画しま
すのでお楽しみに」と話してくれました。
　完成したモザイクアートは障害者支援センター入口に展示しています。
■問　障害者支援センター　☎（401）0621

なし坊モザイクアートと前田事務局長

す
ぐ
傍
（
そ
ば
）
に
い
ま
す

民
生
委
員
は

あ
な
た
の
暮
ら
し
の


